
「
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」

や
「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
）
」
、
「
デ
ジ
タ
ル
化
」

な
ど
、
今
後
の
経
済
社
会
の
構
築

に
不
可
欠
な
キ
ー
ワ
ー
ド
は
多

い
。
ど
の
よ
う
な
業
界
、
セ
ク

タ
ー
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た

キ
ー
ワ
ー
ド
に
沿
っ
た
対
応
が
迫

ら
れ
て
い
る
。
農
林
水
産
業
界
も

も
ち
ろ
ん
例
外
で
は
な
く
、
農
水

省
は
先
ご
ろ
、
食
料
・
農
林
水
産

業
の
生
産
力
向
上
と
持
続
性
の
両

立
を
目
指
す
た
め
の
中
長
期
的
な

戦
略
の
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ

ム
戦
略
」
を
策
定
し
た
。

日
本
の
農
林
水
産
業
は
、
担
い

手
の
高
齢
化
と
減
少
な
ど
生
産

基
盤
の
脆
弱
化
、
大
規
模
自
然
災

害
や
地
球
温
暖
化
な
ど
の
気
候
問

題
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
退

の
ほ
か
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
を
契
機
と
し
た
生
産
・
消

費
の
変
化
な
ど
の
政
策
課
題
に
直

面
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
対
応
し
、
持
続
性
を

確
実
に
す
る
戦
略
が
「
み
ど
り
の

食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」
で
、
２
０

５
０
年
ま
で
に
達
成
す
る
目
標
な

ど
を
示
し
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
環
境
へ
の
負
荷
を
削
減
す
る

た
め
に
、
化
石
燃
料
な
ど
を
原
料

と
す
る
化
学
農
薬
の
使
用
量
を
現

在
の
半
分
に
減
ら
す
ほ
か
、
化
学

肥
料
の
使
用
量
も
３
割
減
ら
す
方

針
だ
。
ま
た
、
「
耕
地
面
積
に
占
め

る
有
機
農
業
の
取
組
面
積
の
割
合

を
25

％
（
１
０
０
万
ヘ
ク
タ
ー

ル
）
に
拡
大
」
と
盛
り
込
み
、
化

学
農
薬
や
肥
料
を
利
用
し
な
い
有

機
農
業
の
面
積
を
、
現
在
の
約
40

倍
に
拡
大
す
る
。
園
芸
施
設
に
つ
い

て
も
、
化
石
燃
料
を
使
用
し
な
い

施
設
に
完
全
移
行
す
る
。
さ
ら
に
、

農
業
機
械
や
漁
船
を
電
動
化
す
る

技
術
の
確
立
を
２
０
４
０
年
ま
で

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
全
体
を
貫
く

基
盤
技
術
の
確
立
と
連
携
を
図
っ

た
り
す
る
こ
と
で
、
最
終
的
に
は

「
雇
用
の
増
大
」
や
「
地
域
所
得

の
向
上
」
「
豊
か
な
食
生
活
の
実

現
」
な
ど
を
目
指
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
は
、
農
林
水
産
物
の
市
場
価
格

の
低
下
な
ど
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が

出
た
一
方
で
、
生
産
者
ら
が
オ
ン

ラ
イ
ン
を
活
用
し
、
消
費
者
へ
の

直
接
販
売
を
強
化
し
た
り
、
外
食

用
か
ら
小
売
・
加
工
用
へ
の
販
路

変
更
に
取
り
組
む
と
い
う
動
き
も

目
立
っ
た
。
ま
た
、
テ
レ
ワ
ー
ク

な
ど
の
進
展
に
よ
り
、
地
方
へ
の

関
心
が
高
ま
っ
た
ほ
か
、
農
山
村

で
の
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
注
目
さ

れ
た
り
、
移
住
を
考
え
る
人
が
増

え
た
り
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
潮
流

の
変
化
も
あ
っ
た
。

２
０
５
０
年
を
目
指
し
て
食

料
・
農
林
水
産
業
の
生
産
力
向
上

と
持
続
性
の
両
立
を
目
指
し
、
着

実
な
実
行
を
図
ら
な
い
と
、
国
内

農
業
は
一
層
の
脆
弱
化
に
見
舞
わ

れ
る
こ
と
に
な
る
。

に
目
指
す
。
生
産
力
の
向
上
に
つ

い
て
は
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
が

不
可
欠
と
考
え
ら
れ
、
「
ド
ロ
ー

ン
に
よ
る
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
農
薬
・

肥
料
散
布
の
普
及
」
や
「
ド
ロ
ー

ン
等
を
活
用
し
た
リ
モ
ー
ト
セ
ン

シ
ン
グ
に
よ
る
生
育
・
病
害
虫
管

理
技
術
の
確
立
」
、
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機

器
を
活
用
し
た
個
体
管
理
に
よ
る

事
故
率
の
低
減
や
家
畜
疾
病
の
予

防
」
な
ど
の
多
様
な
施
策
を
推
進

す
る
。
「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ

ム
戦
略
」
で
は
国
民
の
食
生
活
に

つ
い
て
も
言
及
。
「
栄
養
バ
ラ
ン

ス
に
優
れ
た
日
本
型
食
生
活
の
総

合
的
推
進
」
を
図
る
た
め
、
「
栄

養
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ
た
日
本
型
食

生
活
に
関
す
る
食
育
・
地
産
地
消

の
推
進
」
や
「
日
本
型
食
生
活
の

腸
内
環
境
や
免
疫
等
へ
の
効
果
の

検
証
」
、
「
野
菜
や
果
実
な
ど
健
康
上

必
要
と
さ
れ
る
量
を
摂
取
で
き
て

い
な
い
食
品
の
消
費
拡
大
」
、
「
食
生

活
と
健
康
に
関
す
る
医
学
的
知
見
・

科
学
的
根
拠
の
蓄
積
と
情
報
発
信
」
な

ど
を
行
っ
て
い
く
と
い
う
。
こ
の

戦
略
は
、
生
産
力
向
上
と
持
続
性

の
両
立
を
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

っ
て
実
現
す
る
も
の
で
、
持
続
可

能
な
農
山
漁
村
を
創
造
し
た
り
、


